




































た．図 4 は各水熱反応時間によって得られる Sn 酸化物
の放射光 X 線粉末回折図形である（水熱合成条
件:(C6H5O7)3-/Sn2+=2.5, pH=5.5, 180℃）．放射光 X 線(Nb 





図３ ドープ系光触媒と Sn 酸化物系光触媒のバン
ド端位置比較 
図４ 各水熱反応時間によって得られる Sn 酸化物の粉
末X線回折図形（水熱合成条件:(C6H5O7)3- / Sn2+= 2．5, pH 
= 5．5, 180℃） 
図５ 水熱反応時間 6h 及び 24h により得られる
Sn酸化物のTEM像と制限視野回折図形(SAED) 
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 図２ 従来の可視光応答型光触媒のバンド端位置 
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料では水素生成速度約 6μmol/h を達成した．また Pt 助
触媒担持試料では，単相 Sn3O4試料は約 29μmol/h を示
し，以前の報告よりも６倍高い水素生成速度であった．








































図９ Sn3O4のバンド構造評価：UV-Vis 拡散反射スペクトル(a), 吸収係数プロットによるバンドギャプ評













であると結論づけられる．Sn3O4 単相合成には 12h 以内
での反応が必要であり以後は反応時間を 6h に固定した． 
 Sn3O4の水熱合成反応において，前駆体溶液に含まれる






















































素発生量(a), 水素発生速度と XRD 測定における
Sn3O4(-210)/SnO2(101)ピーク比の関係(b) 
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